
議
長
に
臨
時
会
の
招
集
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
や
、
委
員
会
の
議
案
提
出
権
を
認
め
る
こ
と
な
ど
議
会

制
度
改
正
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
３
月
７
日
閣
議
決
定
さ
れ
、

同
日
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
第
２８
次
地
方
制
度
調
査
会
が
昨
年
１２
月
９
日
に
ま
と
め
た
答
申
を
踏
ま
え

た
も
の
で
、
議
会
制
度
の
見
直
し
の
ほ
か
、
中
核
市
制
度
も
見
直
し
、
地
方
の
自
主
性
・
自
律
性
の
拡
大

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

�
３
面
に
議
会
制
度
に
関
す
る
主
な
改
正
案
を
掲
載

議
会
制
度
の
充
実
に
向
け
た
事

項
で
は
ま
ず
、
議
長
へ
の
臨
時
会

の
招
集
請
求
権
が
付
与
さ
れ
る
。

招
集
請
求
権
は
、
議
長
が
、
長
に

対
し
、
議
会
運
営
委
員
会
の
議
決

を
経
て
、
会
議
に
付
議
す
べ
き
事

件
を
示
し
て
で
き
る
と
さ
れ
、
議

会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
い
な

い
議
会
は
、
従
来
ど
お
り
議
員
定

数
の
４
分
の
１
以
上
の
議
員
に
よ

る
招
集
請
求
と
な
る
。

議
長
に
よ
る
臨
時
会
の
招
集
請

求
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
長
は
、

請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
２０
日
以
内

に
臨
時
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
（
第
１
０
１
条
関

係
）
。

委
員
会
関
係
で
は
、
議
員
の
複

数
委
員
会
へ
の
所
属
が
可
能
と
な

り
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
常
任
委

員
と
な
る
も
の
と
さ
れ
、
閉
会
中

に
お
い
て
は
、
議
長
が
条
例
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
常
任
委
員
を

選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

委
員
会
に
も
議
案
提
出
権

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
、
特
別
委
員
会
に
も
議
案
の
提

出
権
が
認
め
ら
れ
る
。
委
員
会
は

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
の
う

ち
、
そ
の
部
門
に
属
す
る
当
該
地

方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
し
議
案

を
提
出
で
き
、
議
案
提
出
は
文
書

を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
（
第
１
０
９
条
、
１
０
９

条
の
２
、
１
１
０
条
関
係
）
。

長
の
専
決
処
分
の
要
件
に
関
し

て
は
、
「
議
会
を
招
集
す
る
暇
が

な
い
」
を
「
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
に
つ
い
て
特
に
緊
急
を
要
す

る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
」
と
認
め
る
と
き
と
明
確
化
す

る
（
第
１
７
９
条
関
係
）
。

こ
の
ほ
か
、
議
会
が
、
議
案
の

審
査
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体

の
事
務
に
関
す
る
調
査
に
必
要
な

専
門
的
事
項
に
係
る
調
査
を
、
学

識
経
験
者
等
に
さ
せ
る
こ
と
を
可

能
と
し
、
議
会
が
学
識
経
験
者
等

の
専
門
的
知
見
を
活
用
し
、
政
策

立
案
機
能
の
充
実
を
図
る
と
す
る

（
第
１
０
０
条
の
２
関
係
）
。

会
議
録
の
作
成
に
関
し
て
は
、

電
磁
的
記
録
に
よ
る
こ
と
も
可
能

と
し
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
場
合

に
は
、
議
長
及
び
議
会
に
お
い
て

定
め
た
２
人
以
上
の
議
員
が
電
子

署
名
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
（
第
１
２
３
条
関
係
）
。

地
方
六
団
体
に
対
し
て
は
、
地

方
公
共
団
体
に
新
た
に
事
務
ま
た

は
負
担
を
義
務
づ
け
る
と
認
め
ら

れ
る
施
策
の
立
案
を
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
地
方
六
団
体
が
内
閣
に

対
し
て
意
見
の
申
し
出
が
で
き
る

よ
う
、
各
大
臣
か
ら
、
そ
の
施
策

の
内
容
と
な
る
事
項
を
知
ら
せ
る

た
め
の
情
報
の
提
供
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
し
て
い
る
（
第
２
６
３

条
の
３
関
係
）
。

第
２８
次
地
方
制
度
調
査
会
（
諸

井
虔
会
長
）
は
２
月
２８
日
、
東
京

・
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
開

い
た
総
会
で
「
道
州
制
の
あ
り
方

に
関
す
る
答
申
」
を
ま
と
め
、
同

日
、
小
泉
首
相
に
提
出
し
た
。
総

会
に
は
、
本
会
の
国
松
誠
会
長
が

出
席
し
た
。

答
申
は
、
現
在
の
都
道
府
県
制

度
に
つ
い
て
、
市
町
村
合
併
の
進

展
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
で
き
る
か
、
ま
た
、
一
層
の

推
進
が
求
め
ら
れ
る
地
方
分
権
改

革
の
担
い
手
た
り
得
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

都
道
府
県
の
区
域
を
越
え
る
広
域

行
政
課
題
に
適
切
に
対
処
で
き
る

主
体
と
し
て
、
道
州
制
の
導
入
が

適
当
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。

具
体
的
に
は
、
都
道
府
県
を
廃

止
し
、
全
国
を
９
、
１１
、
１３
の
広

域
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
３
案
を
例

示
。
地
方
支
分
部
局
等
の
事
務
を

で
き
る
限
り
道
州
へ
移
譲
す
る
と

と
も
に
、
都
道
府
県
の
事
務
を
大

幅
に
市
町
村
に
移
譲
す
べ
き
と
し

た
。
ま
た
、
議
決
機
関
と
し
て
、

直
接
選
挙
に
よ
る
議
員
か
ら
な
る

議
会
の
設
置
を
提
言
し
た
。

（
地
制
調
答
申
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

政
府
は
３
月
７
日
、
地
方
議
会

議
員
の
退
職
年
金
や
退
職
一
時
金

の
給
付
水
準
を
１２
・
５
％
引
き
下

げ
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
地

方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部

改
正
法
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会

に
提
出
し
た
。
改
正
法
案
は
、
地

方
議
会
議
員
年
金
制
度
検
討
会
が

取
り
ま
と
め
た
報
告
書
�
本
紙
第

１
６
０
９
号
参
照
�
を
踏
ま
え
た

も
の
。
市
町
村
合
併
等
の
影
響
で

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
議
員
年

金
制
度
の
長
期
的
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
改
正
法
案
の
要
綱
等
は
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1610号３月１５日平成18年
（2006年）

議議
長長
へへ
のの
臨臨
時時
会会
招招
集集
請請
求求
権権
付付
与与
なな

どど

地
方
自
治
法
一
部
改
正
案
が
国
会
提
出

議
員
年
金
の
改
正

法
案
を
国
会
提
出

政府

道
州
制
３
案
を
例
示

地
方
制
度
調
査
会
が
答
申

大竹 邦実

（１） 平成１８年３月１５日 第１６１０号
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委委
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会会

１
�
地
方
議
会
の
権
能
強
化

首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
第
２８

次
地
方
制
度
調
査
会
（
平
成
１６
年

３
月
１
日
発
足
、
任
期
２
年
）
は

「
議
会
の
あ
り
方
」
を
審
議
項
目

の
一
つ
と
し
て
お
り
、
１７
年
１２
月

９
日
に
「
地
方
の
自
主
性
・
自
律

性
の
拡
大
及
び
地
方
議
会
の
あ
り

方
に
関
す
る
答
申
」
を
小
泉
首
相

に
提
出
し
た
（
本
紙
第
１
６
０
１

号
に
答
申
全
文
を
掲
載
）
。

答
申
に
は
、
�
委
員
会
の
議
案

提
出
権
�
学
識
経
験
者
等
の
専
門

的
知
見
の
活
用
�
専
決
処
分
要
件

の
明
確
化
�
閉
会
中
の
委
員
会
委

員
の
選
任
可
能
化
�
常
任
委
員
会

の
所
属
制
限
撤
廃
―
―
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

そ
の
審
議
過
程
に
お
い
て
、
１７

年
４
月
１５
日
の
同
調
査
会
専
門
小

委
員
会
に
、
本
会
を
代
表
し
て
会

長
代
行
の
垣
下
文
正
・
岡
山
市
議

会
議
長
、
都
市
行
政
問
題
研
究
会

相
談
役
の
土
井
数
馬
・
四
日
市
市

議
会
議
長
が
出
席
し
、
意
見
を
述

べ
た
（
本
紙
第
１
５
７
８
号
）
。

ま
た
、
同
年
１０
月
５
日
に
は
、

本
会
会
長
の
国
松
誠
・
藤
沢
市
議

会
議
長
ら
三
議
長
会
の
代
表
が
、

地
方
議
会
の
充
実
強
化
に
関
す
る

緊
急
要
望
を
行
っ
た
ほ
か
、
本
委

員
会
も
７
月
、
１１
月
の
委
員
会
終

了
後
、
正
副
委
員
長
が
総
務
省
な

ど
関
係
方
面
に
実
行
運
動
を
展
開

し
た
。

答
申
で
は
、
三
議
長
会
が
共
通

の
要
望
事
項
と
し
て
求
め
て
い
た

「
議
長
へ
の
議
会
招
集
権
の
付
与
」

に
つ
い
て
は
、
議
長
に
首
長
へ
の

臨
時
会
招
集
請
求
権
を
付
与
す
る

こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
ほ
か
、
引
き

続
き
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
た
事
項
も
散
見
さ
れ
た
（
三
議

長
会
の
主
な
要
望
と
地
制
調
答
申

は
別
表
の
と
お
り
）
。

本
会
は
、
２
月
９
日
の
第
８０
回

評
議
員
会
で
「
地
方
議
会
改
革
の

早
期
実
現
を
求
め
る
決
議
」
を
採

択
し
、
今
回
の
答
申
事
項
の
早
期

法
制
化
と
、
次
期
地
方
制
度
調
査

会
で
の
議
会
に
関
す
る
調
査
・
審

議
の
継
続
を
求
め
て
い
る
（
本
紙

第
１
６
０
８
号
）
。

な
お
、
答
申
に
基
づ
く
地
方
自

治
法
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
３

月
７
日
、
第
１
６
４
回
通
常
国
会

に
提
出
さ
れ
た
（
３
面
に
議
会
関

係
部
分
を
掲
載
）
。

２
�
消
防
防
災
体
制
の
拡
充
強
化

消
防
関
係
補
助
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

１７
年
度
予
算
で
消
防
防
災
設
備
整

備
費
補
助
金
の
う
ち
常
備
消
防
分

が
廃
止
・
一
般
財
源
化
さ
れ
た
こ

と
に
引
き
続
き
、
１８
年
度
予
算
に

お
い
て
も
消
防
防
災
設
備
整
備
費

補
助
金
の
う
ち
、
デ
ジ
タ
ル
防
災

無
線
分
、
消
防
団
分
、
自
主
防
災

組
織
分
（
１７
年
度
予
算
に
お
い
て

３８
億
２
千
万
円
）
が
廃
止
・
一
般

財
源
化
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
消
防
防
災
施
設
整
備

費
補
助
金
の
う
ち
、
高
機
能
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
補
助
金

の
一
部
５
億
円
分
に
つ
い
て
も
廃

止
・
一
般
財
源
化
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
、
災
害
の
多
様
化
・

大
規
模
化
を
踏
ま
え
、
緊
急
消
防

援
助
隊
設
備
整
備
費
補
助
金
（
義

務
的
補
助
金
）
に
つ
い
て
は
、
対

前
年
度
同
額
の
５０
億
円
が
確
保
さ

れ
た
。

３
�
国
民
保
護
法
制
の
整
備

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

す
る
法
律
（
国
民
保
護
法
）
」
で

は
、
市
町
村
長
が
策
定
す
る
「
国

民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
」
の
作

成
・
変
更
に
つ
い
て
議
会
へ
の
報

告
事
項
と
す
る
な
ど
、
武
力
攻
撃

事
態
に
お
け
る
国
及
び
地
方
公
共

団
体
の
責
務
を
定
め
て
い
る
。

１８
年
度
に
予
定
さ
れ
る
市
町
村

の
国
民
保
護
計
画
策
定
に
向
け
、

本
委
員
会
が
早
期
策
定
を
求
め
て

い
た
国
民
保
護
モ
デ
ル
計
画
や
避

難
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て
は
、

去
る
１
月
３１
日
、
消
防
庁
よ
り
、

「
市
町
村
国
民
保
護
モ
デ
ル
計

画
」
及
び
「
避
難
実
施
要
領
の
パ

タ
ー
ン
作
成
に
当
た
っ
て
（
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
）
」
が
公
表
さ
れ
た

（
モ
デ
ル
計
画
等
は
２
月
２８
日
付

け
で
全
市
に
送
付
済
み
）
。

４
�
治
安
対
策
の
強
化

近
年
、
都
市
部
に
お
い
て
、
児

童
殺
傷
事
件
の
頻
発
化
、
凶
悪
犯

罪
の
低
年
齢
化
、
高
齢
者
を
標
的

と
し
た
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害

増
加
な
ど
、
急
速
な
治
安
悪
化
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
委

員
会
で
は
今
年
度
よ
り
治
安
対
策

の
強
化
を
要
望
事
項
に
採
り
上
げ

た
。
そ
の
結
果
、
警
察
庁
関
係
で

は
、
地
方
警
察
官
が
３
千
５
百
人

増
員
さ
れ
る
ほ
か
、
１９
年
春
ま
で

に
「
空
き
交
番
」
を
ゼ
ロ
に
す
る

「
『
空
き
交
番
』
解
消
計
画
」
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
法
務
省
関
係
で
は
、
地
方

自
治
体
と
相
互
補
完
的
に
住
民
に

法
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ

ス
）
」
が
１８
年
４
月
に
設
立
、
同

年
１０
月
業
務
開
始
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

（
担
当
・
地
方
行
政
委
員
会
）

１７年度

本

会

委
員
会

活
動
結
果
の
概
要
�

議会制度に関する主な要望事項と地制調答申
答申

議長に臨時会招集請求権を付与する
こととし、招集請求があるときに
は、長は一定期間内に招集しなけれ
ばならないものとすべき

法定受託事務も議決事件の追加を認め
ることが適当である。法定受託事務に
関する関与の特性等にかんがみ、法定
受託事務と議会の議決との関係の整理
について引き続き検討する必要がある

「議会を招集する暇がないと認める
とき」の要件を見直し、制度本来の趣
旨に即した要件の明確化を図るべき

議案の審査又は当該地方公共団体の
事務に関する調査のため必要がある
ときは、議決により、学識経験を有
する者等に、個別具体の事項につい
て調査・報告させることを可能にす
るとともに、複数の者の合議による
調査、報告も可能とすべき

「公選職」にどのような法的効果を持
たせるのか、政治活動と公務の関係を
どのように考えるのか、などの論点が
あり、引き続き検討する必要がある

（注）以上の７項目は、平成１７年１０月５日の三議長会緊急要望事項

要望事項

１．議長への議会招集権付与

２．議決権の拡大

３．専決処分の要件見直し

４．議会の付属機関設置可能化

５．議会の内部機関設置自由化

６．調査権・監視権の強化

７．議員の身分を「公選職」
と位置付けるとともに、
職務遂行の対価もふさ
わしい名称に改める

第１６１０号 平成１８年３月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



地地
方方
自自
治治
法法
改改
正正
案案（（
議議
会会
関関
係係

部部
分分
抜抜
粋粋

））

第
九
十
六
条

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
件
を
議

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七

不
動
産
を
信
託
す
る
こ
と
。

第
百
条
の
二

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
議
案
の
審
査
又
は
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
必
要
な
専
門
的
事

項
に
係
る
調
査
を
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
一
条

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長

が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

�
議
長
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団

体
の
長
に
対
し
、
会
議
に
付
議
す
べ
き
事
件
を
示
し
て
臨
時
会
の
招
集
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
議
員
の
定
数
の
四
分
の
一
以
上
の
者
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
に
対
し
、
会
議
に
付
議
す
べ
き
事
件
を
示
し
て
臨
時
会
の
招
集
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共

団
体
の
長
は
、
請
求
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
臨
時
会
を
招
集
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
招
集
は
、
開
会
の
日
前
、
都
道
府
県
及
び
市
に
あ
つ
て
は
七
日
、
町
村

に
あ
つ
て
は
三
日
ま
で
に
こ
れ
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
二
条

�
臨
時
会
の
開
会
中
に
緊
急
を
要
す
る
事
件
が
あ
る
と
き
は
、
前
二
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
会
議
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
九
条

�
議
員
は
、
少
な
く
と
も
一
の
常
任
委
員
と
な
る
も
の
と
し
、
常
任
委
員

は
、
会
期
の
始
め
に
議
会
に
お
い
て
選
任
し
、
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
議
員
の
任
期
中
在
任
す
る
。

�
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
閉
会
中
に
お
い
て
は
、
議
長
が
、
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
常
任
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
常
任
委
員
会
は
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
の
う
ち
そ
の
部
門
に
属
す

る
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
も
の
に
つ
き
、
議
会
に
議

案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

�
前
項
の
規
定
に
よ
る
議
案
の
提
出
は
、
文
書
を
も
つ
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
百
九
条
の
二

�
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
閉
会
中
に
お
い
て
は
、
議
長
が
、
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
会
運
営
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
前
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
百
十
条

�
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
閉
会
中
に
お
い
て
は
、
議
長
が
、
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
第
百
九
条
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
別
委
員
会
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
百
二
十
一
条

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
、
教
育
委
員
会
の
委
員
長
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
、
人
事
委
員
会
の
委
員
長
又
は
公
平
委
員
会

の
委
員
長
、
公
安
委
員
会
の
委
員
長
、
労
働
委
員
会
の
委
員
、
農
業
委
員

会
の
会
長
及
び
監
査
委
員
そ
の
他
法
律
に
基
づ
く
委
員
会
の
代
表
者
又
は

委
員
並
び
に
そ
の
委
任
又
は
嘱
託
を
受
け
た
者
は
、
議
会
の
審
議
に
必
要

な
説
明
の
た
め
議
長
か
ら
出
席
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
議
場
に
出
席
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
三
条

議
長
は
、
事
務
局
長
又
は
書
記
長
（
書
記
長
を
置
か
な

い
町
村
に
お
い
て
は
書
記
）
に
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、

磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用

に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
百
三
十
四
条
第
五
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
会
議
録
を
作
成
さ
せ
、
並
び
に
会
議
の
次
第

及
び
出
席
議
員
の
氏
名
を
記
載
さ
せ
、
又
は
記
録
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
会
議
録
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
議
長
及
び
議
会

に
お
い
て
定
め
た
二
人
以
上
の
議
員
が
こ
れ
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

�
会
議
録
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
議
長
及

び
議
会
に
お
い
て
定
め
た
二
人
以
上
の
議
員
が
当
該
電
磁
的
記
録
に
総
務

省
令
で
定
め
る
署
名
に
代
わ
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
議
長
は
、
会
議
録
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
そ
の
写

し
を
、
会
議
録
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
当
該

電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
又
は
当
該
事
項
を
記

録
し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確

実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
）
を
添
え
て
会
議
の
結
果
を

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
三
十
条

�
前
二
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
議
長
は
、
会
議
の
傍
聴
に
関
し

必
要
な
規
則
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
三
十
八
条

�
事
務
局
長
及
び
書
記
長
は
議
長
の
命
を
受
け
、
書
記
そ
の
他
の
職
員
は

上
司
の
指
揮
を
受
け
て
、
議
会
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
。

第
百
七
十
九
条

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
が
成
立
し
な
い
と
き
、
第

百
十
三
条
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
な
お
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
お
い
て
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

に
つ
い
て
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
議
会
に
お
い
て
議
決
す

べ
き
事
件
を
議
決
し
な
い
と
き
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、

そ
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
九
十
五
条

�
監
査
委
員
の
定
数
は
、
都
道
府
県
及
び
政
令
で
定
め
る
市
に
あ
つ
て
は

四
人
と
し
、
そ
の
他
の
市
及
び
町
村
に
あ
つ
て
は
二
人
と
す
る
。
た
だ
し
、

条
例
で
そ
の
定
数
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
百
六
十
三
条
の
三

�
各
大
臣
は
、
そ
の
担
任
す
る
事
務
に
関
し
地
方
公
共
団
体
に
対
し
新
た

に
事
務
又
は
負
担
を
義
務
付
け
る
と
認
め
ら
れ
る
施
策
の
立
案
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
第
二
項
の
連
合
組
織
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
に

対
し
て
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
連
合
組
織
に
当
該

施
策
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
に
適
切
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

（
改
正
法
案
の
新
旧
対
照
表
等
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

（３） 平成１８年３月１５日 第１６１０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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３
月
６
日
か
ら
１５
日
に
か
け
、

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
新
た
に
岩

手
県
「
久
慈
市
」
、
長
野
県
「
上

田
市
」
、
鹿
児
島
県
「
出
水
市
」

の
３
市
が
誕
生
し
た
ほ
か
、
山
梨

県
「
北
杜
市
」
で
編
入
合
併
が
あ

っ
た
。

新
市
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

新
た
に
誕
生
し
た
市

く

じ

▽
久
慈
市
（
岩
手
県
）

合
併
日

３
月
６
日

合
併
関
係
市
町
村

久
慈
市
、
山
形
村

議
員
定
数

３９
人
（
在
任
特
例
）

う
え

だ

▽
上
田
市
（
長
野
県
）

合
併
日

３
月
６
日

合
併
関
係
市
町
村

上
田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
、

武
石
村

議
員
定
数

３４
人

い
ず

み

▽
出
水
市
（
鹿
児
島
県
）

合
併
日

３
月
１３
日

合
併
関
係
市
町
村

出
水
市
、
野
田
町
、
高
尾
野
町

議
員
定
数

３０
人

編
入
合
併
し
た
市

▽
北
杜
市
（
山
梨
県
）

合
併
日

３
月
１５
日

合
併
関
係
市
町
村

北
杜
市
、
小
淵
沢
町

議
員
定
数

４２
人
（
定
数
特
例
）

仙
台
市
議
会
で
は
、
議
員
有
志

で
組
織
す
る
仙
台
市
議
会
議
員
文

化
懇
談
会
の
主
催
に
よ
り
、
１
月

２７
日
、
議
事
堂
内
の
委
員
会
室
に

お
い
て
「
能
楽
勉
強
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
仙
台
藩
祖
・
伊
達
政

宗
公
が
能
を
振
興
し
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
能

楽
の
楽
し
さ
を
議
員
自
ら
が
学
ぶ

と
と
も
に
広
く
市
民
に
も
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
本
市
議
会

が
平
成
１８
年
第
１
回
定
例
会
を
前

に
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

勉
強
会
で
は
、
観
世
流
能
楽
師

の
山
中
�
晶
（
や
ま
な
か
・
が
し

ょ
う
）
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

一
つ
ひ
と
つ
の
舞
や
歌
に
つ
い
て

の
解
説
を
交
え
な
が
ら
「
羽
衣
」

や
「
葵
上
」
の
舞
の
一
場
面
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
舞
台
装
束
へ
の

衣
替
え
、
能
面
や
装
束
な
ど
の
展

示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
に
お

住
ま
い
の
山
中
氏
は
、
小
学
校
等

で
能
の
授
業
を
行
う
な
ど
精
力
的

に
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
議
員
を
は
じ
め
市
民

ら
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

集
ま
り
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

参
加
し
た
市
民
の
中
に
は
、
議

会
に
来
る
の
が
は
じ
め
て
と
い
う

方
も
お
ら
れ
、
「
能
楽
も
市
議
会

も
初
体
験
だ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も

親
し
み
が
わ
い
た
。
こ
う
し
た
機

会
を
も
っ
と
増
や
し

て
欲
し
い
」
な
ど
と

大
変
好
評
で
し
た
。

本
市
議
会
で
は
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
、
市
民

が
気
軽
に
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

な
、
親
し
ま
れ
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
議
会

事
務
局
提
供
）

「
葵
上
」
を
舞
う
山
中
�
晶
氏

▽
３
月
２７
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
豊
川
市
）

▽
３
月
２７
日

国
会
対
策
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
半
、
北
九
州
市
）

▽
４
月
４
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
後
３
時
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
４
月
６
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
４

時
、
根
室
市
）

▽
４
月
１２
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
会
計

監
査
（
午
後
２
時
、
全
国
都
市

会
館
）
・
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
議
（
午
後
３
時
、
ル

ポ
ー
ル
麹
町
）

▼
議
長

▽
都
城

下
山
隆
史
（
２
・
１４
）

▽
御
殿
場

勝
間
田
通
夫
（
２
・
１５
）

▽
本
庄

野
田
貞
之
（
２
・
１６
）

▽
亀
岡

竹
岡
良
藏
（
２
・
１６
）

▽
松
浦

小
松
千
秋
（
２
・
２１
）

▽
潟
上

藤
原
幸
作
（
２
・
２２
）

▽
瑞
浪

泉

碩
也
（
２
・
２２
）

▽
今
治

寺
井
政
博
（
２
・
２３
）

▽
中
央
（
山
梨
）

田
中
周
治
（
２
・
２７
）

▽
羽
生

渡
辺
勝
司
（
２
・
２８
）

▽
各
務
原

藤
井
国
雄
（
２
・
２８
）

▽
前
橋

関
谷
俊
雄
（
３
・
２
）

▽
鳩
ケ
谷

鈴
木
秀
夫
（
３
・
２
）

▼
副
議
長

▽
都
城

有
馬
吾
平
（
２
・
１４
）

▽
御
殿
場

佐
々
木
大
助
（
２
・
１５
）

▽
亀
岡

石
野
善
司
（
２
・
１６
）

▽
下
関

小
山

和
（
２
・
１６
）

▽
本
庄

間
正

始
（
２
・
１７
）

▽
松
浦

椎
山
賢
治
（
２
・
２１
）

▽
潟
上

堀
井
克
見
（
２
・
２２
）

▽
渋
川

角
田
一
民
（
２
・
２２
）

▽
四
街
道

石
山
健
作
（
２
・
２２
）

▽
瑞
浪

日
比
野

昭
（
２
・
２２
）

▽
今
治

近
藤

博
（
２
・
２３
）

▽
中
央
（
山
梨
）

塚
田
徳
夫
（
２
・
２７
）

▽
羽
生

斉
藤

隆
（
２
・
２８
）

▽
各
務
原

古
田
澄
信
（
２
・
２８
）

▽
小
松

円
地
仁
志
（
３
・
１
）

▽
前
橋

細
野
勝
昭
（
３
・
２
）

▽
鳩
ケ
谷

岩
井
定
一
（
３
・
２
）

▼
事
務
局
長

▽
都
城

中
間
俊
幸
（
２
・
１４
）

▽
中
央
（
山
梨
）

水
上
和
夫
（
２
・
２７
）

お
知
ら
せ

本
紙
３
月
２５
日
付
第
１

６
１
１
号
は
、
第
１
６
１

２
号
と
併
せ
、
４
月
５
日

付
第
１
６
１
１
・
１
２
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

親
し
ま
れ
る
議
会
へ

能
楽
勉
強
会
を
開
催

仙
台
市
議
会（
宮
城
県
）

３月１５日現在の市数
７９０市

うち

指定都市 １４市

中核市 ３７市

特例市 ３９市

一般市 ６７７市

特別区 ２３区

議 会
ニ ュ ー ス

３
月
６
日
〜
１５
日

�
市
誕
生
、�
市
編
入

第１６１０号 平成１８年３月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	1面
	2面
	3面
	4面

